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総   説 
Ⅰ．はじめに 
 
































































いた HRTEM 観察結果のポイントを述べます。 
 
図－１ (a-c) 単層カーボンナノチューブ上に吸着し





















– i)）。また，興味深いことに電子線照射（> 100000 
electron / nm2）により，C60の持つ Ih対象の構造か
ら変形した構造を持つフラーレンが多数観測さ 
 









































な 1 nm以下の直径を持つ SWNTsについても適用
可能で，現時点でサンプル中のナノチューブのカ 
図－３ (a) SWNTs の HRTEM 像。(b) (10,10)および


































ンナノチューブに内包された D5h-C80の TEM 像。(b) 




























図－６ (a) La2@C80 内包ピーポッドの TEM 像。(b) 
熱処理途中の TEM 像。(c) La 金属ナノワイヤー内包
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 本稿は平成 19 年 6 月 7 日に行われた岡山大学
保健環境センター公開講演会(岡山大学保健環境
センター主催)での講演「“ナノ”インパクト，ナ
ノ材料の拓く未来と環境リスク評価」の内容を岡
山大学保健環境センター (講演時，現在は岡山大
学大学院環境学研究科) 高口 豊がまとめたも
のである。
 
 
